
暗所又は比較的暗所にて被検者に円形の観察野が明瞭になるように

椅子・台の高さを調節し、視度調整リングを回して視度調整をさせる

片眼遮閉し、丸い円が見え上下が分かれていることを説明し接眼部

に眼をぴったりつけ視線を正しく向けるように指示する

左右に赤又は緑の縁取り
や上下視野の境界に赤や緑の
線が現れる時は視線が正しくな
いので直すように。

基本的には操作はできるだけ検者が行うのが
望ましく、測定中は明順応スイッチは off にする
こと。短時間（5秒以上明順応後 3秒以内）に等

色が成立し、かつ複数回の観察でも等色が常
に成立する絶対等色と比較的長い時間（15秒
以上）で等色が成立し、複数回の検査で等色が

成立したりしなかったりする比較等色がある。
診断は絶対等色のみを使うこと。
経年劣化があるので、定期的に正常等色が大

きくずれていないか確認すること。

等色になった目盛りを読み取り、記録用紙に記入する（以下同様）

１型３色覚？
（第１色弱）

YES ＮＯ正常等色値付近の混色目盛 40、単色目盛 15 にし

て、観察野からの上下の色が同じに見えるか？

YES ＮＯ
すぐに接眼部から眼を離し、明順応スイッチを押して明順

応させ、再度観察野を覗くと上下の色が同じか？

色順応を防ぐ為、接眼部からの観察は約3秒、明順応5秒を繰り返しながら被検者に単色ノブ（なるべく 15

にしておく）と混色ノブを両手で持たせ正常等色値付近で少し微調節させると等色になる所があるか？
YES ＮＯ

上下の色が明らかに違う場合

再度、正常等色値付近の混色目盛40、単色目盛15にして上半分

の色の見え方を聞く

・上半分が赤っぽいか？緑っぽいか？・明るいか？暗いか？など

１型２色覚（第１色盲）

中波長感受性錐体(緑錐体)

YES

１型３色覚

（第１色弱）正常３色覚

YES

ノブを回す時はゆっくりと、大きくノブ
を回さないこと。緑方向の時は単色
は明るめ、赤方向の時はその反対を
目途に検者は少し指示してみる。

杆体１色覚（杆体1色型色覚）

短波長感受性錐体(青錐体)

判定できない場合、第１・第２色弱の 両方の目盛を行うべきだが、最短コースをとる
方が誤りにくいので他の検査 結果から 1型か２型かを予想する。

極度１型３色覚

（極度第１色弱）

混色目盛 73 以下にてどんど

ん単色目盛を上げていくと等

色する所があったり、暗く感じ

てどんどん単色目盛を上げて

いかなければならないか？

他の検査結果から診断の
予想をし最短コースをとること。.

第１レイリー等色（混色目盛 60±2～3、単色目盛 7±1）にし

単色ノブを被検者に持たせてこの領域で丹念に捜すと、等色

する所があるか？（場合により混色目盛と両方操作する）

上記目盛を中心に混色目盛73から

40 までで 1型の領域の単色目盛近

くで等色する所までを線で結ぶ

第２レイリー等色（混色目盛 20±2～3、単色目盛 15±1）にし

単色ノブを被検者に持たせてこの領域で丹念に捜すと、等色

する所があるか？（場合により混色目盛と両方操作する）

すぐに接眼部から眼を離し明順応させ、再度観察野からの上下の色が同じか？

YES

（赤に対して感度が低い為） （緑に対して感度が低い為）

結果・

記載例）

自分の結果を書いておこう！

被検者の性格を考慮し、同じに見えるかを絶対
とするか、大体とするか聞き方を変えること。

眼鏡はなるべく使用しない。
左右眼検査することが原則ではある。
後天性の場合、健眼から検査した方が
理解し易い。

色覚検査-アノマロスコープ 例) NEITZ Anomaloscope OT準備物アノマロスコープ・記録用紙・筆記用具 先天色覚（特に)赤緑異常の

臨床的診断

不明１型の可能性大

ＮＯ

10 目盛刻みから均等の限界近くになると５目盛刻み位に。

YES

２色覚？
（第１・第２色盲）

正常３色覚？ 極度異常３色覚？
（極度第１・第２色弱）

＊－線→１型２色覚のルート 検査順序を赤番号で図とチャートに記入ずみ（破線は１型３色覚）
＊－線→２型２色覚のルート 検査順序を赤番号で図とチャートに記入ずみ（破線は２型３色覚）
＊－線→杆体１色覚のルート

各目盛で等色値を求めたら、これらの線を結ぶ

混色目盛 70、60、50、30、20、10 にてそれぞれ疑いのある型の領域

の単色目盛近くにて単色が全て等色するか？

全て YES

一部

ＮＯ

・

・ ・
・ ・

・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・
・・・

・
・

・
・

・
・

16 29 27 20 18 14 10 8 4 3 14 14 13 14 13 15 13 13 14

＊右眼のみの結果

15 11 7 5 3 14 15 13 15 16 12 8 6 87 10 1 15 16 15

明らかに上下の色が違う
場合、次に進んでも OK。
上が赤に見えていて単色の
黄色を変えてもその付近で均
等するはずがない。上下が近
似色又は明るさのみ違ってい
ればノブを変化させること。

下記は稀。

検査用紙の破線範囲
から大きく外れて回す
場合、等色はない。

ＮＯ

同様に混色目盛 0 (純粋

な緑)と単色目盛 30 付近

で等色する所があるか？

１型２色覚？
（第１色盲）

２型２色覚（第２色盲）

長波長感受性錐体(赤錐体)

極度２型３色覚

（極度第２色弱）

２型３色覚

（第２色弱）

混色目盛73(純粋な赤)と単色目盛3付近にて

単色ノブを被検者に持たせ微調節させると単

色目盛 3 付近で等色する所があるか？

YES混色目盛 0 (純粋な緑)と単色目盛 15 付近に

て単色ノブを被検者に持たせ微調節させると

単色目盛 15 付近で等色する所があるか？

ＮＯ

２型３色覚？
（第２色弱）

同様に混色目盛 73(純粋

な赤)と単色目盛 15 付近

で等色する所があるか？
YES

ＮＯ

極度２型３色覚？

２型２色覚？
（第２色盲）

YES

極度１型３色覚？

全て YES

上図は
完全型。

ＮＯ

ＮＯ

ＮＯ

YES

混色目盛 73 でも等色するか？

ＮＯ

YES
混色目盛 0 でも等色するか？YES

ＮＯ
等色は必ず連続して
存在する。

検者側から色の名前を言わないこと。

１型の場合、単色ノブを上げて

ゆく方向に行なうように。

自然光となっているものもある。.

明順応を忘れない
こと！但し明らか

に上下が違う場
合、微妙になって
からで OK！
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例）NEITZ 製

視度調整リング目当て

接眼部

明順応野

明順応ｽｲｯﾁ

混色値/A.Q.表示窓

単色値表示窓

カバー

パワーｽｲｯﾁ

A.Q.表示ｽｲｯﾁ単色ﾉﾌﾞ

混色ﾉﾌﾞ

上半分が緑っぽい場合 上半分が赤っぽい場合

２型の可能性大

常に上半分の色を問い、それにより進む方向を考えること。例えば上が赤っぽいいと言えば、緑を増やす方向を特にチェックしてゆく。
明るい、暗いと言う場合、単色目盛も微調整すること。目盛がかなりずれる場合、第１、第２レイリー等色のどちらに近いかによって判断する。

上記目盛を中心に混色目盛０から

40 までで２型の領域の単色目盛近

くで等色する所までを線で結ぶ

文字の色に配慮が
なされていません。
申し訳ありません。

YES

混色 50～60 は等色、
73 は等色する場合あり極度型は分類表から

完全型か不完全型か
を診断するが割愛。

混色 20～10 は等色、
0は等色する場合あり

（明るい） （暗い）

図は株式会NEITZ の説明書より

目的
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第１色弱はここ

を中心に検査

第 2 色弱はここ

を中心に検査

検査手順番号表

検査手順練習用

フローチャートの順番どおり

の番号を測定位置に記入し

たよ！

ただし、順番は参考書により

色々あるので注意！

フローチャートを見ながら、

色覚の型を決めて順番通り

に測定位置を追って練習し

てゆこう！

図は株式会NEITZ の説明書より


